
申申し込み

社協はげんきな
　　 こころ応援します

～はじめの一歩は夏ちょこ～

★体験内容を一部ご紹介！★

●伊勢社協マスコットキャラクター
げんきくん こころちゃん https://ise-shakyo.jp伊勢社協 検  索

「げんここ
地域福祉通信」は、
地域福祉情報を
お伝えする
コーナーです。 んん ここここげげ
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伊勢市 福祉生活相談センター　☎21-5712　FAX 21-5555

東部支所（二見町茶屋456-2） ☎43-5551　FAX 43-4427
西部支所（小俣町元町536） ☎27-0509　FAX 27-0570
北部支所（御薗町長屋2767） ☎22-6617　FAX 22-6604

中部支所（八日市場町13-1） ☎27-2425　FAX 27-2412

伊勢市ボランティアセンター・げんここるーむ（小木町曽祢538）
〔イオンタウン伊勢ララパーク・1階〕 ☎63-6370　FAX 65-6121

生活サポートセンターあゆみ（八日市場町13-1）
〔福祉健康センター・1階〕 ☎63-5224　FAX 27-2412
地域福祉係 ☎63-5334　FAX 27-2415
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＜エコボランティア体験＞

＜点訳体験＞

＜ボッチャ体験＞

＜手話体験＞

PPバンド小物入れ

フリースペースわげん

＜集いの場体験＞

時 ７月24日㈰、10:00～12:00
所 福祉健康センター・１階 日常生活訓練室（八日市場町13-１）
対 市内在住の、ひきこもり当事者の家族
内 ひきこもり経験者の体験談、参加者同士の交流
参加費 １００円　定 15人（先着順）
申・問 ７月15日㈮までに、直接または電話・ファクス・Ｅメー
ルで、生活サポートセンターあゆみ（福祉健康センター・１階
☎63-５２２４ 　  27-２４１２　  ise-cswsp@mie.email.ne.jp）へ

時
所
対
内

定参加費
申 問

福祉教育

ひきこもりの家族の交流会

時とき 　所ところ 　対対象 　内内容　 問問い合わせ

FAX

FAX

「夏休みちょこっと福祉体験 in ララパーク」で
　　　　　　　　　地域でかがやく人づくり♪

　本来廃棄してしまう PP バンドを使っ
て小物入れ作りをするよ！リサイクル
体験で物を大切にする心を育むよ！
　他にもアルミ缶などの分別方法を学
んだり、工夫次第で不要な物を再利用
する方法を学ぶよ！

　点字の仕組み（50音）
を学んで、点字器と点筆
を使って点字を書くよ！
　自分の名前も点訳して
みよう！

　障がいのあるなしに関
わらず、誰もが楽しめる
パラリンピック正式種目
のスポーツを体験！

時 ８月１日㈪～29日㈪
　 ※体験内容により日時が違います。詳しくは、伊勢市社会福祉協議会のホームページ
　    （ URL https://ise-shakyo.jp/volunteer/v_kyoiku）をご覧ください。
所 伊勢市ボランティアセンター・げんここるーむ（イオンタウン伊勢ララパーク・１階）
　 ※６月30日㈭までは、ハートプラザみその・２階（御薗町長屋 2767）へ移転しています。
対 市内に通学している、小学４年生～高校３年生
申・問 ７月１日㈮～15日㈮に、直接または電話・ファクスで、
　　　 伊勢市ボランティアセンター・げんここるーむ（☎63-6370 　　65-6121）へ
※体験決定者には決定通知書を送付します。
　案内チラシは、伊勢市ボランティアセンター・げんここるーむや、伊勢市社会福祉協議会の
　各支所で配布しています。

　簡単な手話やあいさつを
学ぶよ！
　聞こえないってどんな気
持ちだろう。ヘッドホンで
聞こえにくさを体験するよ。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
人数制限を行いますので、申し込み多数の
場合は抽選となることをご了承ください。

他にも・・・
明野高等学校福祉科・皇學館大学
ボランティアルームの学生による
「高齢者疑似体験・車いす操作体験
 ・アイマスク体験と介助体験」も
あるよ♪　お楽しみに★

　年齢を問わず誰もが集える「フリースペー
スわげん」や、子育てサロン「レクぴよ」な
どの地域の集いの場を体験するよ。
　楽しくおしゃべりしたり、レクリエーショ
ンなどで世代を超えた交流を体験しよう！

　普段なかなか取り組むことができないボランティア活動や福祉活動を「夏休みちょこっと福祉体験」
で体験することができます。「夏休みちょこっと福祉体験」をきっかけに、「地域を支える」ことや「福祉」
について考えてみませんか？
　今年は、高齢者疑似体験や車いす体験のほか、「エコボランティア体験（PP バンド小物入れ作り）」
や「フリースペースわげん」の体験もあります！ どのような体験か簡単にご紹介します！

時

所

対
申 問　日々感じていることや、思いを共有することで

息抜きができる場です。
　今回は、ひきこもり経験者を講師にお招きし、
当事者への関わり方について一緒に考えます。
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